
(別紙1)　若手産業人からの主な意見と意見から導き出された共通テーマ
アウトドア・スポーツ 観光振興 移住・定住 空港整備 異業種交流・連携 医療・介護・福祉 6次産業化 人材育成 企業誘致

福祉・医療

・冬季スポーツアクティビ
ティを提供
・スポーツ・アウトドア振
興の充実した都市
・大雪山連峰を中心とした
山岳資源

・障害者も含めた観光客増
加
・観光客増加方法の検討
・観光客が楽しめる買物公
園

・若年層・就労層の移住増
加・定住促進
・移住者増加方法の検討
・終の棲家としての移住

・空港整備による利用客拡
大

・異業種交流会の形成と組
織づくり
・異業種間の交流
・同業種間のコミュニケー
ション強化

・障害者スポーツと医療と
の連携
・医療機関と介護施設の連
携
・医療を中心とした産業集
積
・医療ツーリズム
 (海外からの人間ドック等)
・医療福祉連携モデル都市

・人材不足による質の低下
・介護職員の要請

・大企業の誘致
・準拠点都市としての企業
誘致
・医療を中心とした産業の
集積

建設・インテリア
・手つかずの自然を資源と
した観光振興

・海外からの観光客が長期
滞在できる環境づくり

・旭川空港の拡張，大型飛
行機の駐機場の設置
・冬季の千歳空港が閉鎖の
場合に着陸できるハブ空港

・地方特性を活かした商品
をつなぐ人を養成，発掘，
ビジネスとして確立

・マイスター制度の導入
・地方の企業と大都市を結
ぶコーディネーター

・大企業の本社機能の誘致

食品加工
飲食・流通

・アウトドアのまちとして
の機能強化
・世界中からの受入

・国際便を活かした観光振
興
・北海道の中心位置を活か
した観光都市

・街や企業の魅力不足のた
め人材(若者)の流出

・旭川空港の国際線・LCC
ターミナルの新設

・市内企業ワーキンググ
ループ
・企業間での情報共有

・医療・企業・学校の連携
による循環型事業モデルの
創出

・6次産業化が進み海外へ
の出荷増
・食品加工工場の建設

人材確保の難しさ

アクセスの良さを活かした
企業誘致
・特区化により法人税減税
し新しい雇用を生む

観光・宿泊

・スキー，サイクリング等
実施場所を選ぶ高価なス
ポーツが手軽に行えるまち
・パウダースノーの認知で
多くの欧米人等で賑わう

・広域連携による大観光地
として世界に認知
・観光コンテンツ開発
・冬季観光の定着
・動物園に代わる観光資源
の創造
・医療ツーリズム

旭川の環境を活かした移住
促進
・移住者のための空き家情
報の提供

・旭川空港の国際化加速
・旭川空港及び周辺の拡張

・各団体毎に違うベクトル
を向いている
・

・農業体験で収穫したもの
を加工・調理するレストラ
ン

地域産業の後継者を育成す
る目的の高等教育機関の設
立
・マウンテンカレッジの設
立

・首都圏，海外企業のサテ
ライトオフィスとしての進
出を誘致

広告・出版
・東アジアからの移住者促
進
・大都市での人材の移住

・行政，民間，市民が連携
した新しい仕組みが必要
・産官学連携が必要

・農林業の6次産業化の推
進

・マイスター制度の導入

機械・鉄工
・豊かな自然を活用したイ
ベント開催

・食文化でムーブメント
・国内外からの観光客で溢
れているまちづくり
・無償で語学教室

・若年層の市外への流出が
著しく多い

・異業種間の連携強化
・産官学民の連携強化のた
めの大学教授・学生と企業
・異業機関の連携強化のた
めの発注を検討

・大手企業の誘致

家具・木工

・旭川の贈り物として気軽
に木工クラフト製品を検討
してもらう
・首都圏，海外への情報発
信

・ものづくりの人材育成機
関
・技術を旭川に残すために
次の世代を育成

・旭川が各製造メーカーの
大拠点
・田舎での活動の魅力等に
より拠点を市外に移す企業
の増

ＩＴ
・アジア観光客の受入体制
の充実

自然環境，子育環境が良
く，住みやすいまち

・旭川空港の機能拡充
・旭川空港のアジア各国と
の連携強化

・医療・食・自然等のプロ
モーション

・IT企業集積による経験・
IT・WEB・デザイン系の
専門学校設立

・大手企業の誘致
・企業の研究開発部門等の
誘致

農業
・旭川の「ウリ」であるグ
リーンツーリズムの推進

・新規就農者の勧誘強化・
移住促進
・都会の富裕層を取り込む
別荘地的な活用方法

・異業種連携
・各分野の人材マップの整
理

・医療・福祉の面での住み
やすいまち

・農業の6次産業化と2
次・3次産業との連携

①国内外との   

 観光・移住の取組 

②連携による新ビジネスモデル創出 

③人材育成と 

 若年層流出対策 

業種 

意見分類 


